
 

じき 令和６年１１月号 

住 所 三郷市泉２－１３－１ 

生徒数１年 249名 (男子 112名 女子 137名) 

   ２年 259名 (男子 126名 女子 133名) 

      ３年 22８名 (男子 109名 女子 11９名) 

    合計 73６名 (男子 347名 女子 38９名) 

 ＴＥＬ ０４８（９５２）５２８１ 

ＦＡＸ ０４８（９５２）４２６１ 

 

読む 
校 長 広木 友和 

 「修一は、『回れ右』を練習する子どものようにつま先を見つめて“踵
きびす

を返し”、いきをひとつ

ついてゆっくりと歩き出した」重松清さん著「ビタミンＦ」にある一文です。“踵を返す”って？

私が初めて目にした言葉で、辞書を引くと「引き返す、後戻りする」の意味でした。そのことを

踵
きびす

(かかと)を反対に向ける動作で表現している日本語の美しさや、表現の巧みさに感心しまし

た。重松さんは他の著書でも使うことがあり、お気に入りの言葉の一つのようです。 

 本を読むことのよさの感じ方は千差万別ですが、私は今まで目にしたことがない文字や言葉と

出会い、その響きや成り立ち、意味を味わうことも楽しみの一つにしています。小説では、自分

の生きている世界から距離を置き、他人の思考をたどることができること、また、登場人物の姿

や場面に想いを巡らせ、自分色に自由に描けることも映像のない本の魅力ではないでしょうか。 

 新聞を読む楽しさも日々味わっています。本とは違い、世の中の動きや自分が興味のないこと

もとりあえず目にできる新聞、食事のように、バランスよく目を通すことを心がけています。「何

事もよく気が付いて、よく“立ち働く”ので・・・」３５年以上前に、新聞で初めて目にした言

葉です。意味は「体を動かして、あれこれこまめに働くこと」、誠実で一生懸命な姿が想像できま

す。クラス担任をしていたときは、係や委員会活動での仕事ぶりに“花丸”がつく生徒には、通

知表の所見でよく使った言葉でもあり、私のお気に入りの言葉の一つです。 

 三郷市は「日本一の読書のまち」を宣言しています（平成２５年３月１８日議会で議決）。市役

所玄関脇にはその石碑があり、その重みを象徴しています。宣言から１１年半あまりの歳月が経

ちましたが、生徒のみなさんは読書の楽しさを味わえているでしょうか？小学生のときは、多読

を一つの目標にしていたこともあったと思いますが、中学生となり、読書の違ったよさや価値を

味わっている生徒もいると思います。反面、部活動や勉強が忙しく、本を読む時間がないと答え

る生徒もいるかもしれません。しかしながら、忙しいときこそ、時間の使い方を考え、集中力を

高めることができるチャンスです。食事の時間前、休み時間、待ち合わせの時間等々、隙間の時

間を上手に使うことができるようになるのです。 

「読書は、挑戦する力を、いつも私に与えてくれるのです」これは、山口真由さん著「前に進

むための読書論」にある一文です。秋の夜長、手垢
て あ か

のついたスマホを手離し、読書と家庭学習に

時間を有効活用してみてください。新たな自分発見のチャンスです。 

 右の創作漢字、みなさんは何を連想しますか？新聞に掲載されていた広 

告ですが、字を見て意味や読み方を連想できる、漢字のおもしろさを味わ 

えます。私は、“ウエットティッシュ”を連想しました。 

 読むことで、心と頭を豊かにしたいものです。  

  

三郷市立北中学校だより  きたちゅうものがたり 

むらさき薫る わが校旗 
かかげて進む この誇り 

北中 HP 

【下校時刻】１７：００ 

【マチコミでの連絡について】 
＜欠席連絡について＞ 

欠席等のマチコミでの連絡、ありがとうござ

います。学校では毎日８：２０に出席確認を行っ

ております。教員は、その５～１０分前には、教

室に向かっております。遅刻や欠席の連絡をマ

チコミに入力していただいた時間によっては、

確認の入れ違いが起きることがあります。マチ

コミに入れていただいたのに、電話がかかっ

てきた…なんてことがあるかと思います。で

きる限りないように努めますが、ご理解いた

だきたいと思います。 

【１２月の保護者会】 
12 月の初旬に、各学年の保護者会が予定さ

れています。出欠の確認を配付しますので、回

答のご協力お願いします。ぜひ QR ｺｰﾄﾞを利用

したｵﾝﾗｲﾝでの回答もご利用ください。 

○県大会出場！！ 
駅伝・市内大会男女共に優勝！ 



 

 

 

 １０月４日（金）本校体育館を会場として、北中校区

内小学校を招き、特別支援学級合同交流会を実施しまし

た。あじさい学級のみなさんは、小学生の後輩たちを 

本当に優しくリードしてくれました。 
 
 

  

 

 

 

埼玉県では、教育

に対する関心と理

解を一層深める機

会として、毎年 11

月 1日を「彩の国教育の日」、11

月 1日から 7日までを「彩の国教

育週間」としました。教育の日を

含む、教育週間には、家庭、学校、

地域社会の連携のもとに、教育に

関する様々な取組を推進します。 

 

 

 

いじめは重大な人権侵害であり、決して許されることではありません。埼玉県は１１月

を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめ問題の根絶に集中的に取り組んでいます。 

いじめを受けたり、いじめに気が付いたりしたら一人で悩まず相談・通報してください。 

○ いじめ通報窓口（埼玉県教育委員会） 小・中・高校生の「いじめ」に関する通報 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html 

 ※この窓口は「いじめ」についての情報提供を受けることが  

目的であり、相談に対する返信は行いません。 

 ※通報された情報は学校に提供します。学校はあなたが送 

信したことがわからないように調査・対応します。 

 

 

～ケアラー支援に対する理解と協力の輪を広げます～ 

 

埼玉県では、11 月を[ケアラー月間]として定めました。月間中は、フォ

ーラムの開催などケアラーのことを知ってもらい、支援に対する協力の輪

を広げ、ケアラーが孤立することのない社会の実現を目指します。 

 

＜参考＞ ケアラーとは・・・埼玉県ケアラー支援条例では、ケアラーを高

齢、身体上、精神上の障害又は疾病等により援助を必要とする親族、友人

その他の身近な人に対して、無償で介護、看護に日常生活上の世話その他

の援助を行っている人のこととしています。このうち、１８歳未満の人を

ヤングケアラーと定義しています。 

 

１０月２２日（火）に、三郷市文化会館において合唱コンクールを開

催しました。どのクラスも練習を重ねてこの日を迎えました。２０クラ

ス全てが全力を尽くし、美しい響きがホールを包みました。 

１０月１７日（木）に県立みさと公園において市
内駅伝大会が行われました。男女ともに１位という
結果で、ここまでの努力と取組が発揮される素晴ら
しいパフォーマンスでした。 

陸上女子県総合優勝！今後多数の部活が控えています。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html

